平成30年度～31年度『体育の学習』
「移行措置期間用 年間指導計画例」について
株式会社 光文書院
〇陸上運動系における「投の運動（遊び）」について
　「小学校学習指導要領解説　体育編」（以下「解説」）では，「内容の取扱い」において，陸上運動系の中で「投の運動（遊び）を加えて指導することができる」とあります。
　「移行措置期間用 年間指導計画例」では，以下の対応をしました。
　１年…「くねくね走」との組み合わせ単元で，投の運動遊びを設定
　　　　　「投の運動遊び：１時間」+「くねくね走：５時間」
　２年…現行版『体育の学習』の「スローゴルフゲーム：４時間」は，投の運動遊びに相当する内容です。
　３年…「かけっこ・リレー」との組み合わせ単元で，投の運動を設定
　　　　　「投の運動：１時間」+「かけっこ・リレー：４時間」
　４年…「かけっこ・リレー」との組み合わせ単元で，投の運動を設定
　　　　　「投の運動：１時間」+「かけっこ・リレー：４時間」
　５年…「短距離走・リレー」との組み合わせ単元で，投の運動を設定
　　　　　「投の運動：１時間」+「短距離走・リレー：４時間」
　６年…「走り高跳び」との組み合わせ単元で，投の運動を設定
　　　　　「投の運動：１時間」+「走り高跳び：５時間」
　※指導書ご採択時の付録「移行措置指導資料」では，陸上運動系における「投の運動」の活動例を，低・中・高学年に分けて解説します。
〇ボール運動系における「陣地を取り合うゲーム」について
　「解説」では，中学年の「内容の取扱い」において，ボール運動系の中で「陣地を取り合うゲームを取り扱う」とあります。現行版『体育の学習』では，以下の学年で取り上げています。
３年…「ボール運びゲーム：７時間」
〇水泳運動系における「安全確保につながる運動」について
　「解説」では，高学年の水泳運動系で「安全確保につながる運動」の項目が追加されています。
　現行版『体育の学習』では，以下の学年で取り上げています。
５年…「水泳：８時間」にて，「背浮き」や「浮き沈み」
　　６年…「水泳：８時間」にて，「背浮き」や「浮き沈み」，「着衣泳」
　　
　※指導書ご採択時の付録「移行措置指導資料」では，水泳運動系における「安全確保につながる運動」について，活動例とともに解説します。
